
新規事業採択時評価結果（平成１８年度新規事業箇所） 

 

事業の概要 

事業名 
主要地方道 金沢田鶴浜

か な ざ わ た つ る は ま

線 

（地域高規格道路 金沢能登連絡道路
か な ざ わ の と れ ん ら く ど う ろ

） 

事業 

区分 
 地方道 

事業 

主体 
 石川県 

起終点 
 起点： 石川県金沢市

か な ざ わ し

粟崎４丁目
あわがさきよんちょうめ

 

 終点： 石川県河北郡
か ほ く ぐ ん

内灘町
う ち な だ ま ち

大根布
お お ね ぶ

 
延長  ３．４ｋｍ 

事業概要  

  (主)金沢田鶴浜
か な ざ わ た つ る は ま

線（金沢能登連絡道路
か な ざ わ の と れ ん ら く ど う ろ

）は、県土ダブルラダー構想に位置づけられた路線であり、県都金沢市
か な ざ わ し

と能登
の と

地域とを連絡する路線で、加賀能登
か が の と

地域の格差を是正し県土の均衡ある発展を支援する重要な幹線道

路である。平成10年に地域高規格道路計画路線に指定され、平成12年に金沢市
か な ざ わ し

と白尾
し ろ お

IC間が調査区間に指定

された。本事業は、そのうちの金沢市粟崎４丁目
あわがさきよんちょうめ

から内灘町
う ち な だ ま ち

大根布
お お ね ぶ

間を整備し、金沢能登連絡道路
か な ざ わ の と れ ん ら く ど う ろ

の直線化

を図るものである。 

事業の目的、必要性  

本事業は、現道における事故多発区間の解消を図るとともに、交通分散による近岡
ち か お か

交差点等の渋滞緩和、

平成26年の能登有料道路
の と ゆ う り ょ う ど う ろ

無料化及び金沢西部地区開発
か な ざ わ せ い ぶ ち く か い は つ

に伴う交通量増大への対応、重要港湾金沢港
か な ざ わ こ う

へアクセ

ス向上、内灘町
う ち な だ ま ち

の東西交流の活性化などを目的として実施するものである。 

また、金沢港
か な ざ わ こ う

大浜
お お は ま

地区では、国際物流の拠点として大水深岸壁(-13m岸壁)や臨港道路の整備が進められ、

また、港湾隣接型企業の進出も予定されていることから、港湾機能強化にあわせたアクセス向上の観点から

も本事業の必要性は高い。 

全体事業費     ４９億円 計画交通量 25,300台／日（H42） 

事業概要図  

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

・H17.12.22 石川県知事から国家予算の重点事業として要望 

・H18. 2. 3 地域高規格金沢能登連絡道路整備促進期成同盟会(会長:内灘町長)から要望 

・能登総合開発促進協議会、金沢地区外環状道路海側幹線等整備促進協会などから多数の要望あり。 

 
事業採択の前提条件  

・便益が費用を上回っている。 

・円滑な事業執行の環境が整っている。 

（H17.10月に地権者及び地元役員への説明会を開催し合意を得ている。H18.3に測量･実施設計を終えている。）

 

 

事業評価結果 

総費用 ５８億円 総便益 ２１５億円 基準年  費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ ３．７ 事業費：   ３９億円 

維持管理費： １９億円 

走行時間短縮便益：１７４億円

走行費用減少便益：  ２９億円

交通事故減少便益：  １２億円

平成１７年 

評価項目 評価 根              拠 

能登地域～金沢西部地区の交通アクセス改善 

渋滞対策 ◎ 

【渋滞損失時間の改善】約29,457万人時/年 ⇒ 約29,298万人時/年 

【1kmあたり（台km）渋滞損失時間】約23.2万人時/年km 

     石川県平均：約2.1万人時/年km  

     全国平均 ：約2.0万人時/年km 【H14】業績計画書 

【その他の特徴】 

主要渋滞ポイントの解消（近岡交差点、最大通過時間11分） 

能登有料道路の事故多発区間の解消 

事故対策 ◎ 
【死傷事故率】 約１１７．４件／億台キロ（直線化並行区間（現道自専道）） 

        石川県     平均：約８９．４件／億台キロ（約１．３倍） 

        能登有料道路  平均：約１３．９件／億台キロ（約８．４倍） 

        全  国(自専道） 平均：約１３．５件／億台キロ（約８．７倍） 

【その他の特徴】Ｓカーブ区間（R=300m）かつ急勾配4.4%の冬期ｽﾘｯﾌﾟ多発区間の解消 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 －  

 

住民生活 ○
高次医療施設（三次医療施設 石川県立中央病院）へのアクセス向上 

 

地域経済 ○
重要港湾金沢港へのアクセス向上、港湾隣接型企業への物流支援 

 

災 害 ○
緊急輸送道路（第１次）の機能強化 

 

環 境 ○
沿道環境の改善（内灘町市街地の排気ガス・騒音・振動の低下） 

 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ○
内灘町市街地の活性化（東西交流の活性化） 

県都金沢市と能登地域の連絡強化 

事業実施環境 ○
高規格幹線道路（能越自動車道）と一体となった高速交通体系の構築 

県土ダブルラダー構想に位置付け 

 

採択の理由 
本事業は、渋滞対策及び事故対策として高い効果が見込まれるとともに、高次医療施設へのアクセス向上、

重要港湾へのアクセス向上、緊急輸送道の機能強化、沿道環境の改善と地域の活性化、広域ネットワークの形

成による地域間の連絡強化など、社会全体に及ぼす様々な効果が見込まれ、費用を上回る高い効果（便益）が

期待される。また、円滑な事業執行のための環境も整っている。 

 

担 当 課：道路局 地方道･環境課  

担当課長名： 祢屋 誠        

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

金沢港大浜地区 

金沢西部地区開発 


